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パルコープは
環境マネジメントシステム
の認証取得をしています。

この印刷物は古紙をふくむ再生紙と
環境に優しい大豆インキを使用しています。

①長芋は1/4の長さに切り、皮をむく。
② 鍋にだしをはり、弱火で５～６分煮て、Ⓐを加えてさらに５分ほどこ
とこと煮る。
③ 耐熱ボウルに鶏ミンチを入れ、Ⓑを注ぎながら細かくほぐす。ラップ
をふんわりとし、600Ｗの電子レンジに約３分。一度さっと混ぜて再
びレンジで３分間かけ、はしでほぐすように混ぜる。
④ 長芋の汁けをきって器に盛り、③のあんをかけておろししょうがをのせる。

① なすはへたを切り落とし、皮をむいて10分ほど水にさらし、水気をふ
く。
②なす全体にサラダ油をさっとぬり、塩・酒をふる。
③ 耐熱皿に並べ、ふんわりとラップをかけて電子レンジに約３分かけ、
たてに４つ割りに切る。
④ Ⓐを混ぜ合わせて③をあえ、器に盛って青じそのせん切りを天盛り
に。
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１

長芋   400g
鶏ミンチ   80g
だし   １カップ

Ⓐ　 うす口しょうゆ・みりん   各小２
　　だし   １カップ
　　 こい口しょうゆ・
Ⓑ　みりん   各大１強
　　塩   少々
　　片栗粉   小２
しょうが   少々
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なす   ２本
　　白すりごま
　　　   大２

Ⓐ　マヨネーズ　　　   大１
　　砂糖・しょうゆ
　　　   各小１
青じそ   ２枚
サラダ油・塩・酒
　   各少々
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　約500頭の牛のうち、少しずつ
おか酪からの仔牛が来るようにな
りました。生産者が分かるから余

計に、１頭１頭それぞれの違いや状況を感じ取り、少
しでも大きく健康な牛づくりをしていきます。

（有）イサミ吉備高原牧場
松下さん

　うちで産まれた仔牛が、ど
んな所でどんな人たちが育て
てくれるのか、どんな人たち

への牛肉になるのかが分かることは、生産者にと
って嬉しいことです。

おかやま酪農業協同組合
生産者　石原さん

牛乳を使ったレシピが牛乳を使ったレシピが1111面にあります♪面にあります♪


